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屋久島からのメッセージ 

（H25.11） 

 

20 年前、私たちは、屋久島が人類の遺産として評価され世界自然遺産に登録されたことを心から喜び

快哉を叫びました。 

この島に寄せられる思いは多種多様ですが、国家石油備蓄基地計画、ロープウェイ構想を否定し、原

生林の保全と活用について葛藤した私たちが渇望したことは、この島の正しい位置づけと活用でありま

した。そして、この屋久島の役割を全うするために痛感したのが、一つの理念と一人の人格に基づく島

づくりであります。 

世界自然遺産登録を契機に私たち自らの思いを屋久島憲章として定め、その理念と目標を掲げました。

この島の将来を展望し熱心な議論の繰り返しを経て屋久島町が誕生し６年になります。 

屋久島は地球誕生からの永い歳月を経て無限の生命が循環と共生をくり返す生命の島であり、この時

代を生きる人々が抱く欲求に答えてくれる島です。これからの人類が進むべき道筋を啓示し生命あるも

のへの問いかけと洞察を促し、人類が辿たどったはるかな昔への回帰の思いを誘う島であり、人々に感

動を与えつづける不思議な潜在力を秘めた島です。自然の営みに身を委ね、自然を畏怖し敬虔と感謝の

念で島人が生き、無限の生命と共生する思いで培ってきた伝統や文化が生きつづける島でもあります。 

私は世界自然遺産登録から20 年の歩みの中で、この島が抱える諸問題に内在する本質を見極め、屋久

島に相応しい島づくりに邁進したいと存じます。 

この島のかけがえのない大きな世界を深く自覚し、責任を負う者として次にお示しすることをお約束

し、国・県を始め屋久島に関わるすべての方々に、この島の保全と活用についてお力添えをお願いする

次第です。 

 

一．世界自然遺産登録地域の保全と活用について、この島に関わる全ての団体や個人が各々それぞれの

立場で参加・協力する屋久島独自のしくみを確立します。 

 

一．豊かな自然が豊かな人間性を育むという知恵とオープンフィールドミュージアムと評価される島の

力を活かし、人格形成期にある日本中の青少年が一度は通過する島として位置づけ、広い意味での教

育の場としての活用を図ります。 

 

一．国内の世界自然遺産地域と連携し、登録地域の役割と活用を促す運動を展開しリーダーとしての責

任を果たします。 

 

一．生命の島として高く評価され、生命溢れる自然資源を観光立町の永久の資産として次世代に遺すた

め、その運用や観光のあり方を屋久島ルールとして確立します。 

 

一．屋久島固有の歴史、伝統文化を生かす各々それぞれの集落や団体の個性ある取り組みを継承し、こ

の島ならではの地域づくりと産業の振興を推進します。 
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